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今日の内容 

 MFとは？ 

 MFの変遷 

 MFはどのように貧困層を支援しているか 

 MFの課題 



MFとは？ 



マイクロファイナンス（MF）とは？ 

  貧困層への小口金融サービス        
（融資･預金・リース・送金・保険など） 

 

 一時的な援助ではなく、継続したサービ
スが必要 

 

 貧困層の制約を取り除く一つの地域イ
ンフラ 



どれほど小口か？ 

 MF機関によって異なるが、コストの高いアフリカ
の貸付額は大きい傾向 
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MFの変遷 



・政府による低利農業融資とその失敗 

・革新的なマイクロクレジット（MC)の出現 

 （ｸﾞﾗﾐﾝ銀行、インドSEWA銀行） 

・ MCの手法改良、収益性を確保し自立したMFI

の登場（インドネシアBRI等） 、顧客の拡大 

• デジタル金融の発展・ITの活用 

• Financial Inclusion（金融包摂）へ 

1950-70年代 

1970年代 

1980年代 

2000年代 

1990年代 

・銀行の参入・民間投資の活発化 

• “Inclusive Financial System”の強調 

・ MCから MF（Microfinance）に 

• 貧困貸付から金融システムアプローチへ 

MFの変遷 

2010年代 



2000年代のＭＦの成長 

顧客数は2000年の9.4倍に、貸付残高は42倍に 
 
出展： Mix Market Cross Market Analysis Data 
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金融包摂（Financial Inclusion)とは 

 全ての人々が機会を活用し脆弱性を軽減するのに必要

な金融サービスにアクセスでき利用できるという状況 
 

 これまでMFが主な対象としてきた途上国の貧困層や零

細事業だけでなく、中小企業や先進国も含まれる 
 

 2010年のG20トロント・サミットで「革新的な金融包摂の

原則」と行動計画が採択、行動計画の実施基盤として「

金融包摂のためのグローバルパートナーシップ」が設立

され、情報共有・政策提言・調整などを行っている。 

 



金融機関の口座を持つ成人割合 （2011 & 2014） 
ー 途上国では54％、地域差・男女差も － 

  途上国では金融機関より融資を受ける成人は９％のみ。 



まだまだ、ＭＦサービスを拡大する必要 

 

 

資金・技術支援も 



MFはどのように 

貧困層を支援しているか 



「貧困の５つの罠」とMFの可能性 

 

物質的貧困 

所得の平準化・拡大 

消費の平準化・拡大 

住居改善 

資産形成 

リスク対応力の強化 

高利貸しからの脱却 

交渉力の強化 

社会的ネットワーク 

融資  

 事業・生産 

 消費 

 住宅 

 社会的行事 
 

 

預金・保険 

グループ形成 

銀行職員との
緊密な関係 

貧困の５つの罠 期待される効果 MFサービス 

 

身体的弱さ 

 

 孤立化 

 

政治力や交
渉力の無さ 

 

不慮の事態
に対する脆
弱さ 

出展： MF読本（明石書店、岡本、粟野、吉田 2000） 



貧困層の所得： 
低いだけでなく不安定で変動も大きい 

インド北部の農民・商人グループの年間所得の変動 

出展： Collins D. et al (2009) “最底辺のポートフォリオ”  



南アフリカ女性の食品販売の売上・費用 

（実線が売上、点線が費用、2週間毎の変動を示す） 

出展： Collins D. et al (2009) “最底辺のポートフォリオ”  



    融資により収入を安定化・増加 

収入の不安定さ・低さ 収入の安定や増加 

事業向けの融資 

 商品の仕入れや原材料を購入するための運転資金 

 機械の購入や設備を拡大するための資金 

                    ⇒ 事業の安定化や拡大 
 

 高利貸しから借りていた高い金利コストの削減 

 より大きな金額を約束した期日に借入られるメリット 



グアテマラの女性 （人形作りの材料費を借り入れ） 



フィリピンで小売業を営む女性 



インドのパン屋さん 



モザンビークで養鶏を営む女性 



タンザニアで魚加工をする女性 



ウクライナで 

農業を営む 

女性 



アフリカ・セネガルの農民 

（灌漑設備と野菜の種の購入費用を借り入れ） 



収入が低い時にどうするか？ 

 たんす預金を使う 

 親戚・知人・友人・高利貸しなどから借入 

 商店からつけで食料などを購入 

 家財を売る 

 

 家賃支払いなどを待ってもらう 

 食事の回数を減らす 

 



スリランカ農村の家計支出の変動 

 

出所： 
JBIC 
Institute 
(2007) 

 

3－5月の収穫
期の支出は大
きいが、他の
月の支出との
変動が大きい 

 



預金・消費向け融資・送金などで 

  消費を安定 

 

 

ある程度の消費を 

維持 

収入の低さ・ 

不安定さ・ 

季節変動 

消費水準の低さ・変動

（食事の減少など） 

融資 預金 送金 

 緊急時に備えた預金 

 消費目的や緊急用の融資 

 出稼ぎ家族からの送金サービス 

 



貧困層の様々なリスク 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

深刻な事故や病気

期待収入が得られない

家屋・資産の火事・損失

作物・家畜の損失

事業の失敗

裏切り・現金の損失

定期的な仕事を失う

泥棒

離婚・破棄

役人の深刻ないやがらせ

世帯外の家族の葬式

世帯家族の葬式

重犯罪

過去1年に家計の困窮を引き起こした出来事

南アフリカ （152

世帯）

インド （48世

帯）

バングラデシュ

（42世帯）

途上国
ほど 

リスクが
高い 

出展： 
Collins D. et al 
(2009) “最底

辺のポート
フォリオ”  



リスクへの対応力の無さからくる問題 

限られる対応 
 

 親類・知人・高利貸しなどから
の借入 

 たんす預金の取り崩し 

 家財・家畜・家・土地の売却 

 子供を労働に 

 

 コストを減らす 

– 治療を受けない 

– 食事を減らす 

– 子供を学校にやらない 

–  。。。。。。 
 

 

貧困の拡大 

 

• 病気の悪化 

• 資産の減少 

• 所得機会の減少 

• 子供の教育機会

の喪失 

• 家族の体力低下 

• 。。。。 

 



リスクに対応する力をつける 



住居や水・衛生設備を改善 

住宅融資 

トイレや水設備への

融資 

 

住宅・衛生環境の 

改善 

 

家内事業の改善・増加 

健康の改善 

労力や時間の節約 

安全確保 

グラミン銀行の住宅融資で建てられた家 



子供の教育向上 

 途上国では、小学校
から授業料や制服
などの費用が必要 

 

 特に母親にとっては 

 教育費の確保が課題 

 

 

• 消費目的の融資の利用 

• 教育ローン 

• 引き出しを限定した預金 

 

ウガンダのMF
機関の教育
ローン 



デジタル金融で様々な社会サービスが可能に 

ー デジタル・プラス － 

 

 



人生の重要なイベントの資金確保 

 途上国では、結婚や葬式にかける費用は比較的に高い 

 （例： 南アでは葬式にかける費用は月収の7か月分、 

     インドやバングラデシュでは女性の持参金が大きな 

     負担） 

 

   

積立預金 

積立年金 

葬式講 

 



MFによるインパクト評価 （融資） 

 最近はランダム比較化試験による評価が主流 
 

 主な評価結果： 小規模事業は利益を得ているものの、借
り手世帯の広範な福祉への影響は限定的 

   
プラスのインパクト 混合した（Mixed）インパクト

既存の事業は収益を向上。5分の1が

新規事業を開始（インド）、事業利
益が上昇(フィリピン男性

保健・教育・エンパワーメントへの
インパクトは見られず（モロッコ、
インド、フィリピン）

事業資産（カートや鍋など）を購入
（インド）

ショックへの対応力の変化は見られ
ず（モロッコ）

家畜の多様化が進み所得が増加（モ
ロッコ）

新規事業開始への影響は見られず
（モロッコ）

タバコやアルコールなど嗜好品の消
費を削減　（インド、モロッコ）

消費や家計支出への大きな効果は見
られず　（モロッコ、インド）

事業利益を子供の教育に投資(フィリ

ピン男性)

女性の事業利益に変化はなかった
（フィリピン）



 主な評価結果：  

  消費の平準化だけでなく、運転資金の確保に効果 

MFによるインパクト評価 （預金） 

プラスのインパクト 混合した（Mixed）インパクト

食料など消費の増加（ケニア女性、
マラウイ）

男性への効果は限定的（ケニア）

病気の際の薬の購入（ケニア女性）

運転資金の4割増加（ケニア女

性）、肥料・農業インプット使用の
増加（ケニア、マラウイ）

農業収入が54％増加（マラウイ）

定期預金加入後の発言力の向上
（フィリピン女性）



MFの課題 

 農村部・農業へのアウトリーチの拡大 

 顧客のニーズに合わせた「顧客中心」の商品設計へ 

– 融資条件の柔軟化 

– 引き出し条件をつけた預金、積立預金、年金 

– 保険、送金、支払いサービス、リースなど多様な商品の改善 

 顧客保護（多重債務・過剰債務の回避など） 

 最貧困層への到達 

 中小事業「失われた中間層」への対応 

 デジタル金融の活用と規制 

 収益と社会的ミッションとの両立 

 MFによるインパクト評価：  評価コストと精度等の問題 

 


